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１ 令和４（2022）年度 自己点検・評価総括表 

  一般財団法人大学・短期大学基準協会による認証評価の基準に準じて「観点」

ごとに点検・評価したものです。新規に実施した事項は青色、課題は赤色で表

記しています。 

◎：非常によくできている       〇：できている 

△：課題がある              ×：できていない 

 

２ 令和４（2022）年度 自己点検・評価概括並びに外部委員及び学生代表評価 

(1) 「総括表」の「区分」ごとに自己評価点を算出しています。「観点」ごとの評価を点

数に換算して平均点を計算したものです。 

◎：3点   〇：2点   △：1点   ×：0点 

（2点が合格ラインになります。） 

(2) 「概括表」をもとに外部委員 3人と学生代表 2 人に説明し、「基準」ごとに評価して

いただきました。 

A：大変よくできている           B：できている 

  C：課題が残る                D：できていない 

３ 入学者選抜に係る自己点検・評価 

 （「入試委員会報告」は入学生の追跡調査等を含むためＨＰ非公開とします。） 

 

４ 令和４（2022）年度自己点検・評価についての主な意見 

 

５ 令和 5（2023）年度下関短期大学自己点検・評価委員名簿 

 

 

 

令和５（2023）年６月 14日（水） 

下関短期大学 自己点検・評価委員会 



































令和４（２０２２）年度　自己点検評価概括並びに外部委員評価及び学生代表評価
（自己評価点は「総括表」各項目内の基準について◎、○、△、×をそれぞれ3点、2点、1点、0点として平均点を算出したもの）

評　価　基　準 課　　　題 外部委員① 外部委員② 外部委員③ 学生代表① 学生代表②

基準Ⅰ　建学の精神と教育の効果 2020年度 2021年度 2022年度      

【Ａ　建学の精神】

1　建学の精神を確立している 2.60 2.60 2.60

2　高等教育機関として地域社会に貢献している 2.00 2.00 2.00

【B　教育の効果】

1　教育目的・目標を確立している。　 2.33 2.33 2.67

2　学習成果（Student　Learning　Outcomes ）を定めている。　 2.50 2.75 3.00

【Ｃ　内部質保証】

1　自己点検・評価等の実施体制を確立し、内部質保証に取り組んでいる。 2.17 2.67 3.00

2　教育の質を保証している。 2.50 2.50 2.75

基準Ⅱ　教育課程と学生支援　

【Ａ　教育課程】

2.00 2.00 2.00

2　教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を明確に示している。 2.63 2.63 2.63

2.67 2.67 2.67

5　入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）を明確にしている。　 2.89 2.89 2.56

6　短期大学及び学科・専攻課程の学習成果は明確である。　 3.00 3.00 3.00

2.00 2.00 2.00

8　学生の卒業後評価への取り組みを行っている。 2.00 2.00 3.00

【Ｂ　学生支援】

1　学習成果の獲得に向けて教育資源を有効に活用している。　 2.47 2.47 2.53

2　学習成果の獲得に向けて学習支援を組織的に行っている。 1.89 1.89 2.56

3　学習成果の獲得に向けて学生の生活支援を組織的に行っている。 1.92 2.00 2.00

4　進路支援を行っている。 3.00 3.00 3.00

基準Ⅲ　教育資源と財的資源　

【Ａ　人的資源】

1　学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて教育組織を整備している。　 2.43 2.43 2.43

3　学生の学習成果の獲得が向上するよう事務組織を整備している。　 2.00 2.00 2.13

4　労働基準法等の労働関係法令を遵守し、人事・労務管理を適切に行っている。 2.00 2.00 2.00

【Ｂ　物的資源】

2　施設設備の維持管理を適切に行っている。　 2.00 2.00 2.00

【Ｃ　技術的資源をはじめとするその他の教育資源】

【Ｄ　財的資源】

1　財的資源を適切に管理している。　 1.90 1.95 1.89

基準Ⅳ　リーダーシップとガバナンス

【Ａ　理事長のリーダーシップ】

1　理事会等の学校法人の管理運営体制が確立している。　 2.83 2.83 3.00

【Ｂ　学長のリーダーシップ】

1　学習成果を獲得するために教授会等の短期大学の教学運営体制が確立している。 2.07 2.07 2.08

【Ｃ　ガバナンス】

1　監事は寄附行為の規定に基づいて適切に業務を行っている。 3.00 3.00 3.00

【外部委員・学生代表評価】　A 大変よくできている　　　Ｂ　できている　　　Ｃ　課題が残る　　　Ｄ　できていない

自己評価点

3.00

2.00

2.17

1.88

1.75

3.00

3.00

3.00

2.09

3.00

3.00

1.67

1.75

2.00

2　専任教員は、学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて教育研究活動を
行っている。

1　学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて校地、校舎、施設設備、その
物的資源を整備、活用している。

3　卒業認定・学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針、入学者受け入れの方針
  （三つの方針）を一体的に策定し、公表している。

1　短期大学士の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を明確に示してい
る。

3　教育課程は、短期大学設置基準にのっとり、幅広く深い教養を培うよう編成してい
る。

4　教育課程は、短期大学設置基準にのっとり、職業または実際生活に必要な能力を育成
するよう編成し、職業教育を実施している。

7　学習成果の獲得状況を量的・質的データを用いて測定する仕組みをもっている。

1　短期大学は、学科・専攻課程の教育課程編成・実施の方針に基づいて学習成果を獲得
させるために技術的資源を整備している。

2　日本私立学校振興・共済事業団の経営判断指標等に基づき実施を把握し、財政上の安
定を確保するよう計画を策定し、管理している。

2　評議員会は寄附行為の規定に基づいて開催し、理事長を含め役員の諮問機関
　 として適切に運営している。

3　短期大学は、高い公共性と社会的責任を有しており、積極的に情報を公表・
　 公開して説明責任を果たしている。
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A  B  C  D

A  B  C  D

A  B  C  D

A-2(1)養成施設であるた
め正課授業の開放は難し
い。

B・C　令和４年度に実施
された認証評価を契機
に、「教育の効果」及び
「内部質保障」の更なる
保障に取り組んだ。
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A-7（1）
３つのポリシーを踏ま
え、量的・質的データ
を用いて測定する仕組
みを充実させた。
A-7（2）
留学については実績が
ない。

B-2(7)
教室棟A・B、図書館研
修室のWi-Fi整備を完
了した。（下関市デジ
タル人材育成モデル事
業対象）
B-3(3)
学食の代わりに仕出し
弁当を継続
B-3(11)
教室棟の階段に手摺を
設置し、足の不自由な
学生の学内生活に寄与
している。

A-2
さらに研究活動の充実
が必要である。
教員の海外派遣等は出
張対応である。
A-3
さらに事務職員による
教育研究活動の支援充
実が必要である。
B-1
教室棟階段の手摺は設
置したが、バリアフ
リー対応が不十分であ
る。
B-2
各教室棟・図書館に自
動検温器を設置した。
C-1(8)
マルチメディア教室等
の整備の検討が必要で
ある。
D
栄養健康学科の入学者
は募集定員を超えた
が、休退学者が多くそ
の防止対策が必要であ
る。
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令和４（2022）年度　自己点検評価概括並びに外部委員評価及　【入学者選抜 】
（自己評価点は「総括表」各項目内の基準について◎、○、△、×で示している）

評　価　基　準 自己評価点 課　　　題 外部委員① 外部委員② 外部委員③

入学者選抜    

【Ａ　公正な入学者選抜】

1　入学試験問題および面接・口頭試問の内容は入試委員会によて適正に作成されている ◎

2　入学者選抜は教授会において適正に行われている ◎

【B　入学者の追跡調査と入学者選抜方法の改善】

1　入学試験区分ごとに入学者の追跡調査を行っている ◎

2　入学者はアドミッション・ポリシーを十分に満たしている △

【Ｃ　入学者の確保】

1　両学科ともに入学者定員を満たしている △

2　各試験区分ごとに定員を満たしている △

【自己評価点】　◎ 非常によくできている　　○ できている    △ 課題あり　　× できていない

【外部委員評価】　A 大変よくできている　　　Ｂ　できている　　　Ｃ　課題が残る　　　Ｄ　できていない

3　追跡調査を踏まえて次年度の入学者選抜を改善している ◎

   A  B  C  D

   A  B  C  D

   A  B  C  D

公正かつ厳正に実施してい
る。

入学試験区分ごとに募集
人員を策定するととも
に、アセスメントポリシ
―により入学者の追跡調
査を行っている。

今年度選抜の合格者(入学
予定者)は、栄養健康学科
が20人、保育学科が40人
で募集定員の75%であっ
た。令和6年度から栄養健
康学科20人、保育学科40
人に変更することとして
いる。

  A  B  C  D   A  B  C  D

  A  B  C  D   A  B  C  D

  A  B  C  D   A  B  C  D



令和４(2022)年度自己点検・評価についての主な意見 

 

１ 学生代表（２名）の主な意見 

① 授業開始の時間が学科・学年でまちまちなので、通学バスを増やし学年で分けてほしい。また、帰りの

バスも運行してほしい。 

② 駐車場のデコボコを改修してほしい。（転倒する恐れがある。） 

③ トイレを全て洋式にしてほしい。 

④ 新型コロナ感染予防のため、現在でも学科や学年によって食事をする場所が決められており、栄養健

康学科の学生は学生ホールを利用しづらいので、B 棟に給湯器、電子レンジ及びお湯を捨てる場所を

設置してほしい。 

⑤ 生理用品の設置：下関短期大学は女子学生が多いのでトイレに設置してほしい。 

⑥ 授業中の「飲食禁止」について、これから暑くなると水分補給も必要になるので、「飲物」は許可してほし

い。 

⑦ ロッカーが狭いので、使用していない学生のロッカーを使用させてほしい。 

 

２ 外部の評価委員（３名）の主な意見 

① 卒業後、取得した資格等をもとに働き・生活していくという意識付けを強めてほしい。 

② 学生はアルバイト等で忙しいと思うが、２年間の短い学習期間中に家庭学習を含めてもっとしっかり学

んでほしい。そのための指導がもっと必要であると思われる。 

③ 「学生の確保」が最大の課題である。「中期計画の策定」についても聞いたが、全学をあげて取組むこ

とであり、是非頑張ってほしい。特別指定校の見直しについても、その効果が数字として表れるよう学

長以下教職員のフットワークを一層よくしてほしい。 

④ 学生確保のためにも「高大連携」が一層推進されるよう取り組んでほしい。中学生に向けて「高大連携」 

をPRするとともに、大学で学ぶ意欲を醸成してほしい。 

⑤ 令和５年度の入学生について、栄養健康学科 20名、保育学科 40名で、両学科で募集定員の 75.0%で

あり、学生を休学・退学させない取組みの継続と令和６年度入学者の確保に努めてほしい。 

⑥ 「高等教育の修学支援新制度」の機関要件が厳格化されるのに伴い、令和６年度の募集定員を変更す

ることはやむを得ないと思うが、今後の 18歳人口の減少を踏まえ他の対策も考えてほしい。 

⑦ 「下関市デジタル人材育成モデル実証事業」の２年目により、学生から要望があった学内の Wi-Fi 化を

整備し他の機器を購入したことも、この評価制度の成果と考えられる。栄養士・保育者の現場で役立つ

ICT教育に努めてほしい。 

⑧ 地域の大学として下関市との包括的連携協定締結は評価できる。また、第 23 回シーフード料理コンク

ールにおける「日本放送協会会長賞」受賞や多くのボランティア参加も注目してきた。さらに、企業や他

の教育機関等との連携を一層推進するとともに、その活動が地域住民に広まるよう努力してほしい。 

⑨ 新型コロナウイルス感染症が５類感染症に位置付けられたことを踏まえ、感染対策は継続しつつも、

以前の大学運営を復活・刷新し、学生にとって思い出に残る学生生活にしてほしい。 

⑩ 教員の研究活動について、多忙であるとは思うが、学内の「研究紀要」への論文掲載を含めて推進し

てほしい。 

⑪ 普通科保育コースへの保育学科教員派遣について、高大連携事業の中心として位置付けています。 

⑫ 「東アジア言語の科目等履修生」の受け入れについて、令和６年度から選択制になるが高大連携の有

利な事業でありよろしくお願いしたい。 

⑬ 付属高等学校からの入学予定者対象の入学前指導は、大学での学習や生活への意欲を高めることと

なると思われる。 

⑭ 令和４年度認証評価において「適格」の判定であったことは大変良かったと思う。認証評価における膨

大な事務量についても慰労申し上げたい。 



令和５(2023)年度下関短期大学自己点検・評価委員名簿 

 

                                 （評価対象は令和４(2022)年度） 

 

規程第４条 役    職 氏    名 

（１） 学  長 藤 澤 正 信 
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事務部長 

 

栄養健康学科長 

 

保育学科長 

田 坂 祐 治 

 

塩 田 博 子 

 

山 本 正 俊 

（３） ALO 塩 田 博 子 

（４） 

副学長・教務課長 

 

広報室長・進路支援課長 

原 田 治 幸 

       

山 本 幸 生 

（５） 
外部委員 

（梅寿軒本店社長） 
倉 本 喜 博 

（６） 

 

自己点検・評価運営員会委員長 

 

ALO 補佐 

 

学生代表（学友会長・保育学科） 

 

学生代表（学友会副会長）栄養健康学科） 
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